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非鉄全属鉱床群の研究の新規事業について

～金属鉱床密集地域の広域調査研究～

戦後わが国の経済発展の波にのって金属鉱業の進歩

はめざましいものカ三あった.各種の工業原料としての

金属類に対する需要は着実に増加しこれに答える製錬

能力も著しく高まってきた.しかしこれを満たすべ

き原料鉱石の供給についてみると最も注目すべき傾向

はここ数年間を見ても国内産鉱石の生産量増加に比較

して海外からの輸入鉱石および金属量の増加が極度に

増加していることである.製錬原料における国内産鉱

石と海外輸入鉱石との比率の推移を見るとこの3～4

年の間にもたとえぱ鋼では国内鉱石55%から33%へと

減少し海外鉱石30%から39%へ増加鉛では国内鉱石

7026から53%へ海外鉱石21%から35%へ亜鉛では国

内鉱石87%から67%へ海外鉱石8%から29%へとそれ

ぞれ増減している､このことは需要量の増加した

がって製錬能力の急激な増加に応じられる国内鉱石の生

産は容易なことではなく同時に国内鉱石原価カミ海外鉱

石に比較して割高であるという結果である.

一方埋蔵鉱量の採掘による減少は積極的な調査･探

査｡探鉱によって補われて〉'るとはいえ一般的に毎年

のまたは単位期間ごとの探鉱による獲得鉱量は漸減の優

向を示しており投下探査経費に対する発見鉱量は漸次

減少の傾向にあり探査事業の困難さを物語っている.

従って原料産業としての鉱業の安定した発展を確保する

ためにはこの探査事業の困難さに打ち勝つだけの積極

的な努力と不可避の犠牲を払っても可能な隈ゆ低原価

で開発できる埋蔵量を把握しておかなければ狂らない.

金属鉱床に対する探査技術とその基礎となる学問的研

究の水準は戦後15年の間にかっては予想もできなか

った程度に向上しその成果は鉱業発展の1つの要因で

あった.現在におけるわが国の鉱山地質学的技術は世

界の水準を越え個々の鉱山における探査成果は今なお

着実に結実しつつある.個々の鉱山における資料の集

積と個々の鉱床に関する研究は資源的にもまた学術的

にも貴重なものであるかそれらが総合されて普遍的な

原理が導かれて初めて学問的成果として大きな貢献を与

えることになり将来における探査の基礎理論を提供す

ることになる.鉱床の形成はその賦存する地点の局

所的な地質条件のみ放らずそれらを包含する広範囲の

鉱化帯広範囲にわたる地域における地質現象の歴史的

発展の産物であって多数の鉱床瀞の賦存する広域にわ

たる地質構造発展史の解明が鉱床離賦存の条件の決定

にとっては不可欠のことである.このような基礎の上

にたって初めて潜頭鉱床の把握鉱床賦存の可能性の判

定カミ可能となってくるものと思われる.

金属広域グル四プ

貿易の自由化と共に保護的溶役割りを果たした関税の壁

が取り払われると原価高の国内産金属鉱石に比較して

割安な海外の金属地金｡鉱石の輸入量が増加した場合に

地金生産者側の金属鉱業の苦境は明白でありかかる事

態に対処すべき方向が昭和37年秦国会において取り上

げられ調査･探査の問題探鉱融資の問題金属価格

安定勅策関税制度雇用対策製錬能力問題などの諸

政策カミ鉱業審議会において論晋られ逐次対策が取ら

れつつある.地質調査所の拡充による基礎的調査研究

租らびに探鉱事業団の設立による国内金属鉱物資源の積

極的探査の推進その一環として期待されている.し

かし調査･探査に関する国家的機関の事業はその性

格･内容からみても応急的な対策であるよりもむし

ろ基礎的長期的校性格であり将来における大きな成果

を期待すべきものである.昭和38年度においては地

質調査所における標記の自主的な特別研究の予算と探

鉱事業団関係における探鉱資金の融資部門が認められ

後者は探鉱融資事業団として発足の予定である.

特別研究の目標

金属鉱物資源の調査から開発に至るには種共の段階カミ

あり現に各民間合杜･国家的機関･大学等において

それぞれの目的に応じて事業の推進･問題の解明に努

力しているが上述のような状勢に対処する事業の進め

方としての国内金属資源の有効な調査･探査事業を大規

模に実施するためには(1)調査研究(2)探査(3)探

鉱･開発の3段階に区分して(1)においては広域地質

構造の解明と鉱床賦存条件の解明鉱床賦存の可能性の

総合的判定を(2)においてほその総合的結論に基づい

て組織的な探査を実施し鉱床発見の端緒を把握するた

めの事業を(3)においては以上の結果として確認され

る鉱床の具体的な規模･品位･埋蔵量･稼行適応性の判

定のための直接探鉱と開発とを行なうこ.ととし(1)･(2)

は国家的機関((1)は地質調査所が(2)は事業団的機関)が分

担し(3)は民間合杜が実施することが望ましい.

以上のような任務分担において地質調査所の本特別研

究の目的を要言すれば

｢深部におよぶ広域の地質構造と鉱床の生成･

賦存および分布との成因的因果関係を鉱床地

質学的に解明し写窮地質学的｡地球物理学的

･地球化学的調査研究技術および深部溝造試錐

を適用して地質構造と鉱床との関係の解明1ミ

貢献させると共にその総合的結論から鉱床

賦存の可能性を解明する｣

ことである.

調査研究の対象となるべき地域･鉱種･鉱床型は�
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(1)調査研究の成果が鉱床学の発雇に大きく貢献

し鉱床探査の基礎概念の確立に積極的に貢献

するような鉱種･鉱床型

12)わが国の鉱業経済･資源政策上最も重要な鉱

種

(3)わが国の地質条件から今後毛一犬規模な鉱床

の期待される鉱種･鉱庚型

(4)広域地質構造との関係がきわめて密接で調査

｡探査効率の大きい鉱床型

(5)単位鉱床の規模が相対的に大きい鉱床型

などの条件に合致することが望ましい.このような見

地から当面の調査研究の対象となる地域は黒鉱鉱床

地域および含銅硫化鉄鉱鉱床(キｰスラｰガｰ)地域であ

る.上述の任務分担の関連においてもとくに初年度に

おいては前者地域に重点的調査を実施することが妥当

と考えられる.

昭和38年度の計画の概要

以上の目標に沿.うべきこの特別研究の昭和38年度の業

務概要は次のようである.

調査研究地域1秋田県の北東隅に位置し鹿角郡･

北秋田郡の北東部を占める部分を北鹿地帯と名付け小

坂川一米代川以東の相内一花輪地域大館盆地周辺の大

館地域および中央部の堀内地域の3地域に分け数年

にわたり地質調査所鉱床部において実施してきた堀内地

域の研究成果を中核にして事業を実施する.この地帯

はわカ幅の黒鉱鉱床地域として著名でありかつ資源的

･学術的にも重要な地域である.昭和38年度において

は堀内･相内地域に主力を置き大館地域に対しては次

年度以降の準備を行なう.キｰスラｰガｰ地域に関し

ては四国中央部の高知一愛媛県境の白髪山地域を取り

上げ継続事業の初年度として必要狂業務を行なう従

って本年度におけるこの特別研究の事業量の大部分は

北鹿地帯に投入することになる.

調査研究業務～既述のように鉱床賦存状況と地質

構造発展との関係を解明するためには面積的に広範囲

にわたるばかりでなく黒鮮鉱床灘を賦存する新第三紀

層およびその基盤に至るまでの地質現象を把握しなけれ

ば在らない.従って深部構造試錐によって得られる地

質学的資料は他の調査研究方法による資料にまさる重

要な意義をもつものである.

地質調査研熱広範囲の相内地域の空中写真から図

化された1/10,000縮尺の地形図を用い写真地質およ

び地形地質学的判読を加味しなカ玉ら同地域の地表地質､

調査を実施する.これは後述の各種方法による調査研

究に際し地質条件の資料を与乏ると同時に堆質構造の

発展段階を解明する基礎となるものである.

鉱床調査研究三相内地域内には相内･古遠部･小

坂･花輪･不孝倉など重要な鉱床群が位置しこれらの

鉱床離における局所的｡地域的地質構造との関連性を具

体的に明確にする.

地球物理的調査研究:北鹿地帯は地質的に一単位

の盆地構造をなしており新第三紀層下の基盤の深度･

起伏状況･地表下の地層状況･火成岩体の賦存状況を明

らかにするために広範囲にわたる重力探査･磁力深査を

行ない一部において地震探査を実施する予定である.

地球化学的調査研究;沢水を主対季とする地化学探

査の方法で広範囲にわたる重金属の溶存濃度分布を明

らかにし地質構造･鉱床の分布との関係を求める.

また地域内の鉱床離について各種鉱石･変質母岩など

に対する元素の地球化学的挙動を明らかにする.

深部構造試錐;新第三紀層の各地層の深度･性質｡

基盤岩類の深度･状況を把握するために本年度におい

ては深度1000m前後の構造試錐2本を堀内･相内地域

で実施し岩赤の各種の試験と同時に試錐孔井において

諸種の検層試験を実施し地球物理的調査研究･地質構

造の解明に貢献させる.

北鹿地帯における本年度の作業内容は以上のようであ

るカ茎これらの調査研究の結果を総合すれば鉱床賦存

の可能性に関する基礎的な結論が導かれるであろう.

昭和39年度において実施される大館地域での成果と併せ

て北鹿地帯の鉱床賦存に関する全貌が明らかになるわ

けである.白髪山地域に関しては昭和38年度におい

てその一部の地質調査研究に限られるカ主さらに明年

度に継続される予定であり多数重要なキｰスラｰガｰ

の賦存する三波川変成岩帯については四国中央部にお

ける大規模な摺曲構造･変成岩の解析･含銅硫化鉄鉱鉱

床との関係狂ど諸問題の解析カミ重要な意義をもっている.

将来計画

始めに述べたようにこのよう祖調査研究事業は探

鉱融資事業団において今後に考慮されるであろうような

自主拝査事業と共に長期にわたって実施されてこそは

じめて大きな成果と価値の獲得力茎できるものである.地

質調査所としてのこの事業は当面黒鉱･キｰスラｰガ

ｰの10数地帯を取り上げて計画しているカミこれらの地

域はもちろんのこと将来は他の鉱床型･鉱種の金属鉱

床地域にもこのようた調査研究が1煩次着実に実施される

べき手とは当然であろう.

日本の金属鉱物資源需給の安定と長い将来の問題ま

､で見通した資源対策･長期方針例えば金属鉱物資源の

保全と温存長期開発計画などの問題を考える各段階に

おいて今回地質調査所カミ実施するような基礎的調査研

究の成果は不可欠の貴重た基礎資料となるであろう.

(筆首は鉱床部)�


